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一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

清
田
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

熊
本
県
熊
本
市
河
内
町
河
内

字
橋
本

三
〇
一
一
番
一

一
号

字
東
前
平

三
一
六
〇
番
地
先
道
路
敷

二
号

三
一
六
四
番
五

三
号

三
八
〇
一
番

四
号

三
一
五
八
番
一
七

五
号

字
清
田

三
一
三
七
番
・
三
一
三
八
番
・

三
一
三
九
番
・
三
一
四
〇
番
・

三
一
四
二
番
合
併
一

六
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

北
野
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
五

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
五
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

熊
本
県
下
益
城
郡
美
里
町

大
井
早
字
中
ノ
峠

四
三
七
九
番

一
号

四
三
八
三
番
一

十
二
号
及
び
十
三

号

四
三
八
六
番

十
四
号

四
三
八
〇
番

十
五
号

遠
野
字
峠

三
三
五
六
番

二
号
、
三
号
、
六

号
及
び
七
号

三
三
五
九
番
三

四
号

三
三
五
九
番
三
地
先
道
路
敷

五
号

三
三
七
二
番
一
四

八
号
及
び
九
号

三
三
七
二
番
二
八
地
先
道
路
敷

十
号

三
三
七
五
番
九
地
先
道
路
敷

十
一
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

湯
舟
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
一

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
一
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
昭
和
四
十

二
年
建
設
省
告
示
第
千
百
六
十
二
号
で
指
定
し
た
土

地
の
区
域
を
除
く
。）

熊
本
県
菊
池
市
旭
志
麓
字
桜
ケ
水

二
九
一
六
番
二
二
六

一
号

二
九
一
六
番
二
二
八

二
号
及
び
三
号

二
九
一
六
番
二
三
五

四
号

二
九
一
六
番
二
三
九

五
号

二
九
一
六
番
二
四
〇

六
号

二
九
一
六
番
二
六
五

七
号
か
ら
十
一
号
ま
で

四
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

黒
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
昭
和
四
十
三
年

建
設
省
告
示
第
二
千
七
百
十
一
号
で
指
定
し
た
第
七

十
六
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

熊
本
県

上
益
城
郡
山
都
町
目
丸

字
山
口

一
四
二
番
一

一
号

字
弓
折

一
四
四
番
二

二
号

一
四
五
番
一

三
号
及
び
四
号

字
黒
谷

四
一
八
番
二

五
号

下
益
城
郡
美
里
町
洞
岳

字
大
崩

四
四
六
六
番
三

六
号
及
び
七
号

四
四
六
五
番
一

八
号

五
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

御
所
浦
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
七
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
七
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

熊
本
県
天
草
市
御
所
浦
町
御
所
浦

字
村

三
六
三
七
番
三

一
号

三
六
四
八
番
一

二
号

三
六
五
三
番
一

三
号

字
向
エ

三
七
四
六
番

四
号

三
七
五
六
番

五
号

三
七
六
〇
番
一

六
号

三
七
六
七
番

七
号

第
一
第
一
号
中
「
イ
か
ら
ハ
」
を
「
イ
か
ら
ニ
」
に
、

同
号
ロ
中
「
ハ
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、「
新
た
に
エ

キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
そ
の
他
の
相
互
に
応
力
を

伝
え
な
い
構
造
方
法
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
建
築
物
を
二

以
上
の
独
立
部
分
に
分
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
増
築
又

は
改
築
を
す
る
独
立
部
分
以
外
の
独
立
部
分
に
つ
い
て
平

成
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
百
八
十
五
号
に
定
め
る
基

準
に
よ
っ
て
地
震
に
対
し
て
安
全
な
構
造
で
あ
る
こ
と
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。」を
「
法
第
二
十

条
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
う
ち
木
造
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
建
築
物
全
体
が
令
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
並

び
に
第
四
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
四
項

（
表
三
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定
（
平
成
十
三
年
国

土
交
通
省
告
示
第
千
五
百
四
十
号
に
規
定
す
る
枠
組
壁
工

法
又
は
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法
（
以
下
単
に
「
枠
組
壁
工
法

又
は
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法
」
と
い
う
。）を
用
い
た
建
築
物

の
場
合
に
あ
っ
て
は
同
告
示
第
一
か
ら
第
十
ま
で
の
規

定
）
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
震

に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
も

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。」に
、
同
号
ハ
中
「
木
造
の

建
築
物
の
う
ち
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築

物
以
外
の
建
築
物
」
を
「
法
第
二
十
条
第
四
号
に
掲
げ
る

建
築
物
の
う
ち
木
造
の
も
の
」
に
改
め
、「
規
定
」
の
下
に

「（
枠
組
壁
工
法
又
は
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法
を
用
い
た
建

築
物
の
場
合
に
あ
っ
て
は
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示

第
千
五
百
四
十
号
第
一
か
ら
第
十
ま
で
の
規
定
）」を
加

え
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

ハ

ロ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
そ
の
他
の
相
互
に
応
力
を

伝
え
な
い
構
造
方
法
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
建
築

物
を
二
以
上
の
独
立
部
分
に
分
け
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
増
築
又
は
改
築
を
す
る
独
立
部
分
以
外
の

独
立
部
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
国
土
交
通

省
告
示
第
百
八
十
五
号
に
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て

地
震
に
対
し
て
安
全
な
構
造
で
あ
る
こ
と
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
九
十
一
号

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三

十
八
号
）
第
百
三
十
七
条
の
二
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ

き
、
建
築
物
の
倒
壊
及
び
崩
落
並
び
に
屋
根
ふ
き
材
、
外

装
材
及
び
屋
外
に
面
す
る
帳
壁
の
脱
落
の
お
そ
れ
が
な
い

建
築
物
の
構
造
方
法
に
関
す
る
基
準
並
び
に
建
築
物
の
基

礎
の
補
強
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
国

土
交
通
省
告
示
第
五
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
八
十
九
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

湯
ノ
谷

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
五
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
五
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
平
成
二
年
建
設
省

告
示
第
千
九
百
九
十
五
号
で
指
定
し
た
第
十
五
号
に
掲

げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

滋
賀
県
伊
香
郡
西
浅
井
町

大
字
八
田
部

字
湯
ノ
谷

九
四
一
番

一
号
及
び
二
号

九
四
〇
番

三
号

九
三
七
番

四
号
か
ら
六
号
ま
で

九
三
五
番

九
号

九
三
六
番

十
号
及
び
十
一
号

九
四
五
番

十
二
号

九
四
二
番

十
三
号
か
ら
十
五
号

ま
で

大
字
小
山

字
且
麻

七
八
八
番
一

七
号

七
八
八
番
五

八
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
九
十
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）

第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京
都
市
計
画
勝
ど

き
駅
前
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

一

市
街
地
再
開
発
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
勝
ど
き
駅
前
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業

二

事
業
施
行
期
間

事
業
計
画
の
認
可
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年

度
末
ま
で

三

施
行
地
区

東
京
都
中
央
区
勝
ど
き
一
丁
目
の
一
部

四

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

五

事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
中
央
区
勝
ど
き
二
丁
目
９
番
１
２
号

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
四
日

七

事
業
計
画
の
変
更
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日
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